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新 年 の ご 挨 拶

副議長
かいべ とも子

議長
坂本 あずまお

あけましておめでとうございます。
区民の皆様には、お健やかに初春をお迎えのこととお慶び申し上げ

ます。
昨年は、新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、

区はワクチン接種を進め、医療提供体制を強化するとともに、区民生
活や地域経済、文化活動などを支援するため、独自の緊急対策を講じ
てまいりました。
区議会では、区から提出された補正予算に対する積極的な審議など

を通じて、コロナ禍により深刻な影響を受けている区民の皆様の想い
を区に届けてまいりました。
今後も、常に区民の皆様と同じ視点に立ち、区民一人ひとりが未来

に明るい希望がもてるよう、区政の諸課題の解決に全力で取り組んで
まいります。
さて、区制施行90周年を迎える令和4年度には、児童相談所機能と

子ども家庭支援センター機能を併せ持つ施設として、（仮称）板橋区
子ども家庭総合支援センターが開設される予定です。同センターの開
設により、「誰一人取り残さない」というSDGsの理念に基づき、児
童虐待や子育てに不安を感じている保護者への相談体制を充実させ、
基礎的自治体である区の強みを生かした切れ目のない支援を行い、次
代を担う板橋区の子どもたちが健やかで心豊かに成長できる社会の実
現を期待いたします。
本年も、区議会に対する区民の皆様の

ご理解とご協力をお願い申し上げますと
ともに、今年一年が良い年でありますよ
うお祈りし、新年のご挨拶といたします。しょかつかん まつ に とら ず

諸葛監「松二虎図」（板橋区立美術館蔵）

令和3年第4回定例会（11月24日～12月10日）

●定例会では、区政の各分野における課題について、16名の議員が一般質問を行い、区長な
どに報告や説明を求めました（要旨を6～8面に掲載）。
●令和3年度一般会計補正予算（第7号）など区長提出議案12件を可決し、議員提出議案は
2件を可決しました（詳細は2面に掲載）。
●陳情は3件を採択、4件を不採択とし、その他は継続審査としました（詳細は2面に掲載）。
●区長から提案された人権擁護委員候補者の推薦に適任との意見を付しました。

令和3年第3回臨時会（12月17日）

●区長から提出された令和3年度一般会計補正予算（第8号）を可決しました（詳細は2面
に掲載）。

○板橋区議会ホームページでは、本会議のインターネット生中継や録画中継がご覧いただけます。
○本会議や委員会の次第、配付資料は、ホームページに掲載しています。 板橋区議会 検索

主な掲載内容

議案・陳情の
審議結果 2

常任委員会レポート 3

各会派
「新春に抱負を語る」 4～5

区政への
一般質問（要旨） 6～8

議会トピックス 8



福祉費

可決した意見書

可
決
し
た
主
な
議
案

一般会計補正予算（第7号）補正額33億7，400万円

一般会計補正予算（第8号）補正額33億5，400万円

○子育て世帯等臨時特別支援事業経費
国の経済対策により実施
される子育て世帯への臨
時特別給付として、0歳
から18歳の子ども1人あ
たり10万円の現金給付を
行うための経費

デフリンピック東京開催を
求める意見書（要旨）

聴覚障がい者の競技大会であるデフ
リンピックの開催は、聴覚障がいのあ
る人とない人が自由にコミュニケーシ
ョンをとれる地域共生社会を実現する
うえで、極めて意義深いものである。
「板橋区手話言語条例」の趣旨・目

的にも合致することから、都に対し、
令和7年に東京でデフリンピックを開
催するよう、強く要望する。

（東京都知事 宛）

固定資産税及び都市計画税の軽減
措置継続に関する意見書（要旨）

長引く新型コロナウイルス感染症の
影響による売上の激減や、原油価格の
不安定化などにより、小規模事業者を
取り巻く環境は、以前にも増して深刻
な状況にある。
都民の生活や小規模事業者の経営の
安定のため、固定資産税及び都市計画
税の軽減措置を継続するよう、都に対
し強く要請する。

（東京都知事 宛）

◆議案の内容や議員ごとの態度はホームページに掲載しています。
◆会議録は2月中旬に区議会ホームページや区議会事務局、図書館、区政資料室
で閲覧できます。

第4回定例会及び
第3回臨時会の審議結果

■議案・陳情に対する各会派の態度 ○＝賛成、×＝反対、欠＝欠席

件名

会派名など（かっこ内は所属議員数。自民党は議長を除く数）

結果自民党 公明党 共産党 民主
クラブ

無所属
の会 社民党 無所属議員（左から氏名の５０音順）

（１５） （１０） （９） （４） （２） （１） （１） （１） （１） （１）

区
長
提
出
議
案

そ
の
他

議
員
提
出
議
案

意
見
書

可決

原案
可決

旧板橋区保健所解体その他工事請負契約 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

区立エコポリスセンターの指定管理者の指定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

固定資産税及び都市計画税の軽減措置継続に関する意見書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

区営自転車駐車場の指定管理者の指定について 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇

特別区人事及び厚生事務組合規約の一部を変更する規約 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

区立教育科学館の指定管理者の指定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

予
算

条
例

令和３年度一般会計補正予算（第７号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

原案
可決

区立地域センター条例の一部を改正する条例 〇 〇 × 〇 〇１
×１ × 〇 〇 〇 〇

区立いこいの家条例を廃止する条例 〇 〇 × 〇 〇１
×１ × 〇 〇 〇 〇

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇

区長及び副区長の給料等に関する条例及び区議会議員の議員
報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例

〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇

幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇

陳
情

採択

不採択

デフリンピック東京開催を求める意見書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

デフリンピック東京開催を求める意見書の提出に関する陳情

地方たばこ税を活用した分煙環境整備に関する陳情（公共喫
煙場所の増設・維持の件）

〇

〇

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

板橋区立学校のPTA適法化についての陳情 × × 〇 × × 〇 × × × ×

地方たばこ税を活用した分煙環境整備に関する陳情（地方た
ばこ税活用の件）

× × × × × × × × × ×

利活用される「大和いこいの家」と「大和集会所」のトイレ
等の改修並びに「介護予防活動」の支援についての陳情（集
会所トイレ改修の件）

× × 〇 × 〇１
×１ 〇 × × × ×

利活用される「大和いこいの家」と「大和集会所」のトイレ
等の改修並びに「介護予防活動」の支援についての陳情（施
設改修及び介護予防活動支援の件）

× × 〇 × 〇１
×１ 〇 × × × ×

令和３年度一般会計補正予算（第８号） 〇 〇 〇８
欠１ 〇 〇１

欠１ 〇 〇 〇 〇 〇

固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続について意見書
の提出に関する陳情

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和4年（２０２２年）１月１日（２）い た ば し 区 議 会 だ よ り第199号



第
4
回
定
例
会
及
び
第
3
回
臨

時
会
で
は
、
議
案
7
件
と
陳
情
2

件
を
審
査
し
、
2
件
の
報
告
を
受

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
案
件
に
対
し
各

委
員
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
議
案
審
査

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
７
号
）は
、
国
の
経
済
対
策

に
よ
る
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特

別
給
付
と
し
て
、
0
〜
18
歳
の
子

ど
も
の
養
育
者
に
対
し
現
金
給
付

を
行
う
た
め
、
総
額
33
億
7
千
400

万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

〈
主
な
質
疑
〉

問
給
付
金
の
申
請
手
続
き
は
。

答
児
童
手
当
の
支
給
対
象
者
は

申
請
不
要
で
あ
る
。
16
〜
18
歳
の

子
ど
も
の
養
育
者
な
ど
申
請
が
必

要
な
方
に
は
、
4
年
1
月
中
旬
以

降
に
申
請
書
を
送
付
予
定
。

問
新
生
児
も
対
象
と
な
る
か
。

答
4
年
3
月
末
ま
で
に
出
生
し

た
子
ど
も
が
対
象
と
な
る
。

〈
意
見
表
明
・
表
決
〉

速
や
か
な
給
付
に
向
け
た
体
制

を
組
ん
で
お
り
賛
成
、
賛
成
だ
が

申
請
が
必
要
な
世
帯
に
対
し
確
実

に
給
付
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す

べ
き
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

表
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

■
議
案
審
査

旧
保
健
所
解
体
そ
の
他
工
事
請

負
契
約
は
、
工
事
施
行
の
た
め
契

約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

〈
主
な
質
疑
〉

問
失
格
基
準
価
格
未
満
の
入
札

が
多
い
理
由
は
。

答
解
体
用
の
大
型
重
機
を
自
社

保
有
し
て
い
る
な
ど
、
経
費
の
節

減
が
可
能
だ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

〈
意
見
表
明
・
表
決
〉

適
正
な
入
札
契
約
過
程
で
あ
り

賛
成
、
賛
成
だ
が
市
場
価
格
と
の

ず
れ
に
つ
い
て
研
究
を
求
め
る
な

ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

表
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

第
4
回
定
例
会
で
は
、
議
案
2

件
と
陳
情
3
件
を
審
査
し
、
4
件

の
報
告
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
案

件
に
対
し
各
委
員
が
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

■
議
案
審
査

区
立
エ
コ
ポ
リ
ス
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
は
、

4
年
4
月
か
ら
の
5
年
間
に
お
け

る
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
も
の

で
す
。

〈
主
な
質
疑
〉

問
指
定
す
る
事
業
者
に
対
し
て

期
待
で
き
る
こ
と
は
何
か
。

答
対
面
で
の
講
座
な
ど
が
難
し

い
中
、
ウ
ェ
ブ
で
の
開
催
を
工
夫

し
て
行
う
な
ど
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
変
革
）
の
推
進
に
期
待
で
き
る
。

〈
意
見
表
明
・
表
決
〉

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
運
営
の
実

績
が
あ
る
事
業
者
の
た
め
賛
成
、

次
世
代
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
し
て
賛
成

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

表
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

■
報
告
事
項

令
和
３
年
度
区
立
文
化
会
館
・

グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
の
指
定
管
理
者

及
び
管
理
運
営
業
務
に
係
る
評
価

結
果
に
つ
い
て
は
、
効
率
的
な
運

営
や
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
維
持
・
向

上
な
ど
、
適
切
に
運
営
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
、
客
観
的
に
評
価
・

検
証
を
行
っ
た
結
果
を
報
告
す
る

も
の
で
す
。

〈
主
な
質
疑
〉

問
専
門
性
が
高
く
、
技
術
を
継

承
で
き
る
と
い
う
部
分
も
見
え
る

よ
う
に
評
価
す
べ
き
。

答
配
点
基
準
を
見
直
す
予
定
は

な
い
が
、
専
門
性
を
生
か
し
た
対

応
は
評
価
し
た
。

問
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
区
は

文
化
芸
術
を
ど
う
守
っ
て
い
く
か
。

答
Ｐ
Ｒ
動
画
の
配
信
や
補
助
事

業
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
引
き
続

き
、
状
況
に
合
っ
た
文
化
事
業
を

展
開
し
て
い
く
。

令令
和和
33
年年
度度
一一
般般
会会
計計
補補
正正
予予
算算

（（
第第
77
号号
、、
第第
88
号号
））
なな
どど
をを
審審
査査

区区
立立
エエ
ココ
ポポ
リリ
スス
セセ
ンン
タタ
ーー
のの
指指
定定
管管
理理
者者
のの

指指
定定
にに
つつ
いい
てて
なな
どど
をを
審審
査査

企企
画画
総総
務務
委委
員員
会会（（
1111
月月
2299
日日
、、1122
月月
1100
日日
、、1177
日日
））

区区
民民
環環
境境
委委
員員
会会
（（
1111
月月
2299
日日
））

第
4
回
定
例
会
で
は
、
議
案
1

件
と
陳
情
1
件
を
審
査
し
、
1
件

の
報
告
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
案

件
に
対
し
各
委
員
が
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

■
議
案
審
査

区
立
い
こ
い
の
家
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
は
、
利
用
実
績
、
利
便

性
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
な
ど
を
踏
ま

え
、
4
年
4
月
に
用
途
変
更
す
る

こ
と
に
伴
い
、
3
年
度
末
で
い
こ

い
の
家
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

〈
主
な
質
疑
〉

問
い
こ
い
の
家
条
例
を
廃
止
す

る
理
由
は
。

答
利
用
率
向
上
に
向
け
、
多
世

代
が
使
用
で
き
る
よ
う
年
齢
制
限

の
撤
廃
な
ど
を
行
っ
て
き
た
が
、

利
用
者
の
増
加
が
見
込
め
な
い
た

め
、
施
設
ご
と
の
利
活
用
方
針
を

定
め
、
廃
止
す
る
こ
と
と
し
た
。

〈
意
見
表
明
・
表
決
〉

い
こ
い
の
家
を
違
っ
た
形
で
転

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
な
る

区
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る

と
期
待
し
て
賛
成
、
気
軽
に
立
ち

寄
れ
、
い
つ
で
も
使
え
る
施
設
が

な
く
な
る
こ
と
は
、
区
の
果
た
し

て
き
た
役
割
の
後
退
と
考
え
反
対

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

表
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
を
も

っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

■
報
告
事
項

特
別
区
に
お
け
る
救
護
施
設
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
特
別
区
人
事

・
厚
生
事
務
組
合
が
共
同
で
設
置

・
運
営
し
て
い
る
施
設
に
つ
い
て
、

救
護
施
設
を
追
加
す
る
規
約
の
改

正
を
報
告
す
る
も
の
で
す
。

〈
主
な
質
疑
〉

問
救
護
施
設
は
介
護
度
や
障
が

い
が
重
い
方
が
入
所
さ
れ
る
と
考

え
る
。
更
生
施
設
と
比
べ
、
資
格

を
持
つ
職
員
数
は
ど
う
変
わ
る
か
。

答
定
員
を
100
名
と
し
た
場
合
、

更
生
施
設
は
14
名
だ
が
、
救
護
施

設
は
介
護
職
員
な
ど
を
含
め
、
28

名
が
基
準
に
な
る
。

区区
立立
いい
ここ
いい
のの
家家
条条
例例
をを
廃廃
止止
すす
るる
条条
例例

なな
どど
をを
審審
査査

健健
康康
福福
祉祉
委委
員員
会会
（（
1111
月月
2299
日日
））

第
4
回
定
例
会
で
は
、
議
案
1

件
を
審
査
し
、
4
件
の
報
告
を
受

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
案
件
に
対
し
各

委
員
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
議
案
審
査

区
営
自
転
車
駐
車
場
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
4
年

4
月
か
ら
の
5
年
間
に
お
け
る
指

定
管
理
者
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

〈
主
な
質
疑
〉

問
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
の

目
的
や
意
義
は
。

答
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
第

一
の
目
的
と
し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
や
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
定

期
申
請
、
満
空
表
示
な
ど
が
利
便

性
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

〈
意
見
表
明
・
表
決
〉

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
や
ス
マ
ホ
に

よ
る
空
き
状
況
の
確
認
な
ど
、
利

便
性
が
向
上
す
る
た
め
賛
成
、
管

理
者
が
期
間
ご
と
に
入
れ
替
わ
る

可
能
性
が
あ
り
、
事
業
の
継
続
性

が
失
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
反

対
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

表
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
を
も

っ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

■
報
告
事
項

「（
仮
称
）
板
橋
区
自
転
車
活
用

推
進
計
画
」（
素
案
）
に
つ
い
て
は
、

自
転
車
な
ど
を
快
適
に
利
用
す
る

た
め
の
通
行
環
境
の
整
備
方
針
や
、

様
々
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

具
体
的
な
施
策
な
ど
を
示
し
、
誰

も
が
安
心
・
安
全
、
ス
マ
ー
ト
に

移
動
で
き
る
ま
ち
の
実
現
を
め
ざ

す
た
め
、
新
た
に
策
定
す
る
計
画

の
素
案
を
報
告
す
る
も
の
で
す
。

〈
主
な
質
疑
〉

問
自
転
車
道
を
整
備
す
る
な
ど
、

ハ
ー
ド
面
の
施
策
を
中
心
に
考
え

て
い
る
よ
う
に
思
う
が
、
見
解
は
。

答
ハ
ー
ド
面
で
は
、
自
転
車
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
走
行
空
間
を
ど

の
よ
う
に
確
保
す
る
か
が
重
要
と

考
え
る
。
あ
わ
せ
て
、
ソ
フ
ト
面

で
は
、
健
康
増
進
に
つ
な
が
る
と

こ
ろ
な
ど
に
も
重
点
を
置
き
、
計

画
を
策
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

区区
営営
自自
転転
車車
駐駐
車車
場場
のの
指指
定定
管管
理理
者者
のの

指指
定定
にに
つつ
いい
てて
なな
どど
をを
審審
査査

都都
市市
建建
設設
委委
員員
会会
（（
1111
月月
3300
日日
））

第
4
回
定
例
会
で
は
、
議
案
2

件
と
陳
情
1
件
を
審
査
し
、
6
件

の
報
告
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
案

件
に
対
し
各
委
員
が
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

■
議
案
審
査

区
立
教
育
科
学
館
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
4
年
4

月
か
ら
の
5
年
間
に
お
け
る
指
定

管
理
者
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

〈
主
な
質
疑
〉

問
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
や
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
と
の
連
携
を
重

視
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
詳
細
は
。

答
自
ら
発
想
・
探
求
す
る
科
学

好
き
な
子
ど
も
を
育
て
る
と
い
う

意
識
で
、
事
業
に
取
り
組
む
。
ま

た
、
一
人
一
台
端
末
を
日
ご
ろ
か

ら
使
用
し
、
学
び
を
深
め
る
場
所

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

〈
意
見
表
明
・
表
決
〉

選
定
は
適
切
に
行
わ
れ
た
と
考

え
る
た
め
賛
成
、
子
ど
も
た
ち
や

区
民
に
親
し
ま
れ
る
施
設
に
し
て

ほ
し
い
と
し
て
賛
成
な
ど
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

表
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

■
報
告
事
項

「
板
橋
区
立
学
校
に
お
け
る
働

き
方
改
革
推
進
プ
ラ
ン
」（
素
案
）

に
つ
い
て
は
、
3
年
度
に
期
間
が

満
了
す
る
プ
ラ
ン
の
検
証
を
踏
ま

え
、
さ
ら
な
る
取
組
み
の
改
善
・

充
実
を
図
る
た
め
、
新
た
に
策
定

す
る
プ
ラ
ン
の
素
案
を
報
告
す
る

も
の
で
す
。

〈
主
な
質
疑
〉

問
学
校
事
務
を
見
直
す
の
か
。

答
教
員
が
担
う
べ
き
か
、
効
率

化
で
き
る
か
な
ど
区
別
を
つ
け
な

が
ら
業
務
の
削
減
に
取
り
組
む
。

問
教
員
が
日
々
の
生
活
の
質
や

教
員
人
生
を
豊
か
に
す
る
と
い
う

こ
と
を
ど
う
想
定
し
て
い
る
か
。

答
本
来
担
う
べ
き
授
業
の
研
究

な
ど
に
注
力
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
で
、
教
育
の
質
の
向
上
に
も

つ
な
が
る
と
捉
え
て
い
る
。

区区
立立
教教
育育
科科
学学
館館
のの
指指
定定
管管
理理
者者
のの

指指
定定
にに
つつ
いい
てて
なな
どど
をを
審審
査査

文文
教教
児児
童童
委委
員員
会会
（（
1111
月月
3300
日日
、、
1122
月月
1100
日日
））

◆区議会で取り扱う事項は件数が多く、内容も広い分野にわたることから、専門
的・効率的に審査や調査を行うため、分野ごとに常任委員会を設けています。
◆本会議で各委員会に付託された議案や陳情について、審査した内容などの一部
を紹介します。

常任委員会レポート

第199号い た ば し 区 議 会 だ よ り（３）令和4年（２０２２年）１月１日



第199号（４）い た ば し 区 議 会 だ よ り（５）令和4年（２０２２年）１月１日

各 会 派

板橋区議会
公 明 党

板橋区議会
自由民主党
議 員 団

「大衆とともに」
立党精神を胸に

区民の日常を取り戻し、守る！
ともにコロナ禍を越えていく！

新年あけましておめでとうございます。
新型コロナ感染症について、オミク
ロン株が発生し、新たな局面を迎えて
います。3回目のワクチン接種を円滑
に進められるよう、感染症対策につい
て、体制の強化をさらに図ってまいり
ます。
区議会公明党はこれまで、感染症対
策に全力で取り組んでまいりました。
本年も区民の皆様の声を、区政に届
け、安心して住み続けられる板橋をめ
ざします。
「大衆とともに」の立党精神のまま、
全力で区民生活を守り抜いてまいりま
す。

新年あけましておめでとうござい
ます。

みずのえとら
本年の干支は「 壬寅」です。厳
しい冬を越えて、力強い春の芽吹き
のイメージです。
自民党議員団としましても昨年に
引き続き、コロナ対策に注力し、持
続可能な区政運営と住民支援を進め

きずな
てまいります。地域の絆を強固にし、
日常生活の回復に取り組みます。
コロナ禍に果たせなかったことが

かな
一つでも多く叶い、区民の皆様の幸
福が広がっていくことを心から祈念
します。
本年もよろしくお願いいたします。

副
幹
事
長

副
幹
事
長

幹
事
長

副
幹
事
長

副
幹
事
長

幹
事
長

佐々木 としたか中村 とらあき元山 芳行山田 貴之 鈴木 こうすけしば 佳代子田中 いさお 大田 ひろし

寺田 ひろしさかまき 常行いしだ 圭一郎成島 ゆかりかいべ とも子なんば 英一坂本 あずまお田中 やすのり大野 治彦杉田 ひろし茂野 善之川口 雅敏

無 所 属 の 会民主クラブ
（立憲民主党・
国民民主党）

支え合う社会、
機能する政治・行政へ 一人ひとりの声を活かし

ちいさな事から行動実行！
内田 けんいちろう小野田 みかしのだ つよし間中 りんぺい田中 しゅんすけ安井 一郎

新年おめでとうござい
ます。コロナ禍で孤立し
やすく厳しい社会状況で
すが、多世代が共生でき
る地域社会の実現に向け、
引き続き頑張ります。
政策決定の場に子ども、
若者、女性、障がい者な
ど当事者の参加促進。市
民活動でボトムアップの
まちづくり。その人らし
い暮らしができる介護・
障がい施策の実施。
無所属であることを活
かし、しがらみなく皆様
のお声を真摯に受け止め、
区政へつなげてまいります。

新年あけましておめでとうござ
います。
新型コロナウイルス感染症の影
響は、長期にわたり区民の健康と
暮らし・経済に打撃を与えていま
す。通常に近い生活・経済活動を
早期に取り戻す政策提案力を発揮
してまいります。「人づくり」を
重視し、寄り添い合い支え合う社
会を実現する政策を実行させるの
が政治の責任です。
これから皆様が安心して暮らし
支え合う社会を求めて、精一杯頑
張ってまいる覚悟です。本年が皆
様にとりまして素晴らしい年とな
りますようお祈り申し上げます。

日本共産党
板橋区議会
議 員 団

幹
事
長

副
幹
事
長

幹
事
長

副
幹
事
長

副
幹
事
長

幹
事
長

井上 温子
中妻 じょうた高沢 一基かなざき 文子荒川 なお小林 おとみ竹内 愛

石川 すみえ山田 ひでき山内 えり吉田 豊明いわい 桐子 しいな ひろみ渡辺 よしてるおばた 健太郎

「核兵器禁止条約」の批准を
区民の声を生かした区政に 社

会
民
主
党

無
所
属
議
員

新春のご挨拶を
申し上げます。
平和で、流した
汗が報われる、未
来を拓く脱炭素社
会へ。そして、弱
音のはける愛ある
社会をめざしてま
いります。

新年あけまして
おめでとうござい
ます。
本年も山積する
区政の課題に対し、
区民第一の視点か
ら全力で取り組ん
でまいります。

新年おめでとう
ございます。
悪質なＮＨＫ訪
問員の被害も減っ
ていますが、訪問
員が強要したり騒
いだり交渉してき
た際はいつでもご
連絡ください。

新年おめでとう
ございます。
日々の子育てや
生活で感じる小さ
なモヤモヤを丁寧
に聞き議会に届け
ることで、コロナ
後の未来を創って
いきます。

あけましておめ
でとうございます。
感染症の影響で
苦しむ人と事業者
を支える行政をめ
ざしてまいります。
本年もよろしく
お願いいたします。

新年おめでとうございます。
昨年「核兵器禁止条約」が発効され、今年は締約国会議が行われます。板橋から

「日本政府は早期批准を」の声をさらに広げましょう。
長引くコロナ禍は区民生活に大きな影響を及ぼしています。昨年区議団が

行ったアンケートには、約5千人の方から「安心して子育てできる板橋に」
「医療・介護の保険料は負担軽減を」「商売が続けられるよう支援を」「板橋
から気候危機打開を」など切実な声が寄せられています。安心して住み続け
られる区政を求め、引き続き取り組んでまいります。

五十嵐 やす子 高山 しんごこんどう 秀人南雲 由子長瀬 達也



東武東上線 東武練馬駅北口

◆
質
問
と
答
弁
は
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
一
般
質
問
の
全
文
（
会
議
録
）
は
、
2
月
中
旬
に

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

◆
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
2
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
と
、
各
議
員
が
一
般
質
問
を
し
て
い
る

動
画
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

東
武
練
馬
駅
北
口
の
交
通
規
制
に

つ
い
て
問
う

【
質

問
】
3
年
5
月
に
、
午
後

4
時
か
ら
8
時
ま
で
の
交
通
規
制

を
3
年
度
内
に
開
始
す
る
と
近
隣

の
掲
示
板
で
事
前
周
知
が
あ
っ
た

が
、
現
状
の
進
捗
状
況
は
。

【
区

長
】
予
定
に
大
き
な
変
更

は
な
い
。
現
在
、
実
施
の
主
体
と

な
る
警
視
庁
へ
の
手
続
き
に
つ
い

て
、
練
馬
区
に
補
足
手
続
き
を
依

頼
し
、
実
行
中
の
状
況
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
3
回
目
接

種
時
の
移
動
支
援
を
求
め
て

【
質

問
】
高
齢
者
な
ど
の
移
動

困
難
者
に
対
し
、
介
護
タ
ク
シ
ー

の
利
用
料
補
助
な
ど
を
行
う
べ
き
。

【
区

長
】
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の

利
用
な
ど
、
既
存
の
制
度
を
活
用

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
あ
わ
せ

て
、
他
自
治
体
に
お
け
る
取
組
み

状
況
の
把
握
に
努
め
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
子
ど
も
食
堂
の

増
設
の
後
押
し
を
、
介
護
及
び
障

が
い
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
実
地
指

導
、
ペ
ッ
ト
を
通
じ
た
生
き
が
い

づ
く
り
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

し
い
な
ひ
ろ
み

（
無
所
属
の
会
）

新
公
会
計
制
度
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
行
政
運
営
の
効
率
化

や
職
員
の
コ
ス
ト
意
識
の
啓
発
の

た
め
、
新
公
会
計
制
度
を
積
極
的

に
活
用
す
べ
き
。

【
区

長
】
フ
ル
コ
ス
ト
な
ど
を

図
で
示
し
た
事
業
別
行
政
評
価
シ

ー
ト
を
区
民
に
身
近
な
事
業
を
中

心
に
作
成
し
て
い
る
。
今
後
も
改

善
し
な
が
ら
、
職
員
の
コ
ス
ト
管

理
意
識
な
ど
を
高
め
て
い
く
。

再
開
発
事
業
の
意
義
の
発
信
を

【
質

問
】「
安
心
・
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
い
る
こ
と

を
よ
り
強
く
発
信
す
べ
き
。

【
区

長
】
区
民
の
理
解
が
深
ま

る
よ
う
、
今
後
も
再
開
発
組
合
と

と
も
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

公
契
約
に
関
す
る
ル
ー
ル
の
導
入

に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
ル
ー
ル
の
導
入
は
労

働
条
件
や
労
働
環
境
の
向
上
に
資

す
る
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

【
区

長
】
導
入
に
向
け
た
検
討

を
進
め
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て

お
り
、
労
働
環
境
の
向
上
を
促
す

契
機
に
つ
な
げ
て
い
く
。

学
校
施
設
の
改
築
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
改
築
時
は
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す

る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取

組
み
が
求
め
ら
れ
る
が
、
見
解
は
。

【
教
育
長
】
年
間
で
消
費
す
る
一

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
収
支
を
均
衡
さ

せ
る
Ｚ
Ｅ
Ｂ
（
ゼ
ブ
）
化
な
ど
の

取
組
み
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

【
質

問
】
学
校
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
施
設
の
複
合
化
や
共
用
化
を
図

る
な
ど
、
将
来
を
見
据
え
た
取
組

み
が
肝
要
で
あ
る
。
見
解
は
。

【
教
育
長
】
使
用
目
的
の
変
更
に

対
応
で
き
る
持
続
可
能
な
施
設
と

し
て
整
備
し
て
い
く
。

地
域
課
題
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
上
板
橋
駅
南
口
の
再

開
発
に
あ
た
り
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
与
で
き

る
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
。

【
区

長
】
地
域
の
小
学
校
と
連

携
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
出

前
講
座
の
実
施
な
ど
、
区
と
し
て

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

【
質

問
】
絵
本
の
ま
ち
板
橋
の

実
現
に
向
け
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
市
と

の
連
携
を
通
じ
、
ど
の
よ
う
な
国

際
交
流
事
業
を
展
開
し
て
い
く
か
。

【
区

長
】
両
都
市
が
持
つ
文
化

資
源
を
活
か
し
た
交
流
を
積
極
的

に
推
進
す
る
。

※
以
上
の
ほ
か
、
行
政
評
価
に
つ

い
て
質
問
が
あ
っ
た

中
村
と
ら
あ
き

（
自
民
党
）

新
た
な
日
常
に
向
け
た
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
へ
の
取
組
み
を
問
う

【
質

問
】
自
宅
療
養
者
医
療
サ

ポ
ー
ト
事
業
で
は
、
区
医
師
会
に

電
話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
患
者
情
報
を
伝

え
て
い
る
。
医
療
現
場
の
負
担
軽

減
の
た
め
、
見
直
し
を
行
う
べ
き
。

【
区

長
】
国
の
シ
ス
テ
ム
「
ハ

ー
シ
ス
」
を
用
い
た
情
報
共
有
が

で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
く
。

【
質

問
】
区
が
主
体
と
な
り
、

I
C
T
を
活
用
し
た
地
域
医
療
体

制
を
構
築
す
べ
き
。

【
区

長
】
都
の
多
職
種
連
携
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
普
及
や
効
果
な

ど
を
注
視
し
、
区
内
の
地
域
医
療

情
報
連
携
を
推
進
し
て
い
く
。

【
質

問
】
中
小
企
業
や
個
人
事

業
主
へ
の
支
援
策
と
新
た
な
事
業

展
望
を
伺
う
。

【
区

長
】
資
金
繰
り
支
援
や
補

助
金
な
ど
を
活
用
し
た
事
業
継
続

・
再
構
築
支
援
に
よ
る
持
続
可
能

な
経
営
の
促
進
に
取
り
組
む
。

町
会
・
自
治
会
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り

社
会
が
変
化
す
る
中
で
、
町
会
・

自
治
会
と
連
携
・
共
催
し
て
き
た

事
業
に
つ
い
て
、
新
た
な
取
組
み

へ
の
考
え
は
あ
る
か
。

【
区

長
】
町
会
・
自
治
会
の
意

見
を
十
分
に
聞
き
な
が
ら
、
新
た

な
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
く
。

総
合
教
育
会
議
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
い
じ
め
に
よ
る
自
殺

を
防
ぐ
た
め
の
体
制
強
化
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。
区
の
総
合
教
育

会
議
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
。

【
区

長
】
い
じ
め
に
よ
る
重
大

事
態
に
関
し
て
講
ず
べ
き
措
置
も
、

会
議
で
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

議
題
と
認
識
し
て
い
る
。

加
賀
福
祉
園
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
加
賀
福
祉
園
の
今
後

の
運
営
に
関
す
る
考
え
方
を
伺
う
。

【
区

長
】
建
物
の
築
年
数
が
古

く
な
っ
て
お
り
、
改
築
・
改
修
の

必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
。
園
の

敷
地
は
国
有
地
を
借
用
し
て
い
る

た
め
、
国
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
、

よ
り
良
い
運
営
に
向
け
て
検
討
を

進
め
て
い
く
。

地
域
課
題
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
石
神
井
川
（
緑
橋
付

近
）
の
土
砂
の
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事

の
進
捗
状
況
は
。

【
区

長
】
落
札
者
が
な
く
、
契

約
に
至
っ
て
い
な
い
。
施
工
方
法

の
再
検
討
な
ど
実
施
に
向
け
た
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

田
中
し
ゅ
ん
す
け

（
自
民
党
）

成
人
式
の
開
催
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
成
人
式
は
一
生
に
一

度
の
行
事
で
あ
る
が
、
現
時
点
に

お
け
る
開
催
予
定
は
。

【
区

長
】
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
順

調
に
進
み
、
感
染
者
数
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
開
催
に
向
け

準
備
し
て
い
る
。

中
学
生
平
和
の
旅
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の

影
響
に
よ
り
、
2
年
連
続
で
中
学

生
平
和
の
旅
が
中
止
と
な
っ
た
。

今
後
、
感
染
が
収
束
し
た
場
合
は
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

【
区

長
】
若
い
世
代
が
平
和
の

尊
さ
を
学
ぶ
貴
重
な
事
業
で
あ
り
、

継
続
し
て
実
施
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

環
境
施
策
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
区
の
公
用
車
を
電
気

自
動
車
に
す
る
な
ど
、「
環
境
の

板
橋
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
は
。

【
区

長
】
電
気
自
動
車
に
つ
い

て
は
、
2
年
度
か
ら
開
始
し
た
庁

有
車
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
事
業
で

安
定
し
た
性
能
が
確
認
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
導
入
に
向
け
て
検
討
を

進
め
て
い
く
。

補
助
第
26
号
線
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
災
害
時
に
緊
急
車
両

の
通
行
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
、

無
電
柱
化
が
必
要
と
考
え
る
が
、

実
施
の
予
定
は
。

【
区

長
】
都
の
無
電
柱
化
計
画

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
路
線
で

あ
り
、
今
後
、
都
の
道
路
整
備
に

あ
わ
せ
て
無
電
柱
化
事
業
が
実
施

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

（
仮
称
）子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
4
年
度
の
開
設
に
あ

た
り
、
児
童
福
祉
司
や
児
童
心
理

司
な
ど
の
資
格
を
有
す
る
職
員
は

十
分
に
確
保
で
き
て
い
る
か
。

【
区

長
】
児
童
福
祉
法
な
ど
が

定
め
る
配
置
基
準
を
上
回
る
職
員

数
を
予
定
し
て
お
り
、
人
員
確
保

は
計
画
ど
お
り
進
ん
で
い
る
。

教
育
問
題
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
児
童
に
配
付
し
て
い

る
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
い
じ
め

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
対
策
は
。

【
教
育
長
】
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
の
利
用
に
つ
い
て
、
一
定
の
機

能
制
限
を
か
け
て
い
る
。
ま
た
、

人
を
傷
つ
け
る
こ
と
や
嫌
が
る
こ

と
を
し
な
い
よ
う
、
情
報
モ
ラ
ル

教
育
を
推
進
し
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
統
一
地
方
選
挙

に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

茂

野

善

之

（
自
民
党
）

働
き
方
改
革
の
推
進
を
問
う

【
質

問
】
病
気
の
治
療
と
就
労

の
継
続
を
支
援
す
る
た
め
、
両
立

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
の

制
度
が
活
用
さ
れ
る
よ
う
周
知
を
。

【
区

長
】
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
相

談
窓
口
の
紹
介
を
通
じ
周
知
を
行

い
、
治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
や

労
働
衛
生
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

【
質

問
】
都
が
実
施
予
定
の
、

若
手
技
術
者
の
人
材
確
保
の
た
め

に
、
奨
学
金
返
還
支
援
を
行
っ
て

い
る
中
小
企
業
へ
の
支
援
制
度
を

周
知
す
べ
き
。

【
区

長
】
事
業
内
容
が
明
ら
か

に
な
っ
た
際
に
は
、
必
要
な
周
知

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ひ
と
り
親
自
立
支
援
事
業
を
問
う

【
質

問
】
ひ
と
り
親
自
立
促
進

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
一
つ
で
あ
る
償
還

免
除
付
き
の
住
宅
支
援
資
金
貸
付

事
業
の
周
知
を
。

【
区

長
】
ひ
と
り
親
施
策
に
関

す
る
情
報
提
供
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
ひ
と
り
親
家
庭
サ
ポ
ー
ト
ブ

ッ
ク
な
ど
で
行
っ
て
い
る
。
都
が

3
年
12
月
か
ら
開
始
す
る
住
宅
支

援
資
金
貸
付
事
業
に
つ
い
て
も
、

各
種
の
広
報
媒
体
で
周
知
す
る
。

保
育
施
策
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
病
児
・
病
後
児
保
育

の
利
用
登
録
の
方
法
と
し
て
、
窓

口
や
郵
送
に
加
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
も
申
請
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
。

【
区

長
】
利
便
性
向
上
を
図
る

た
め
、
4
年
度
利
用
分
か
ら
東
京

共
同
電
子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
化

を
実
現
す
る
。

【
質

問
】
感
染
予
防
対
策
と
夫

婦
に
よ
る
子
育
て
参
加
を
両
立
す

る
た
め
、
区
立
保
育
園
の
紹
介
動

画
を
公
開
し
て
は
。

【
区

長
】
動
画
の
公
開
は
保
護

者
・
保
育
園
双
方
に
有
意
で
あ
る

た
め
、
今
後
準
備
を
進
め
る
。
実

際
の
園
見
学
と
あ
わ
せ
て
実
施
し
、

納
得
で
き
る
保
育
園
選
び
の
一
助

と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

自
転
車
の
通
行
施
策
を
問
う

【
質

問
】
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
自

転
車
の
利
用
が
急
増
し
て
い
る
。

区
道
に
お
け
る
自
転
車
走
行
空
間

の
整
備
を
進
め
る
べ
き
。

寺
田
ひ
ろ
し

（
公
明
党
）

（
7
面
に
続
く
）

一
般
質
問
11月24日
11月25日
本会議
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（
6
面
か
ら
続
く
）

平
和
文
化
の
振
興
を
図
る
た
め
に

【
質

問
】
核
廃
絶
運
動
を
さ
ら

に
進
め
る
た
め
、「
持
続
可
能
な

世
界
に
向
け
た
平
和
的
な
変
革
の

た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
取
組
み
を

推
進
す
べ
き
。
見
解
は
。

【
区

長
】
こ
れ
ま
で
も
平
和
都

市
宣
言
記
念
事
業
と
し
て
の
取
組

み
を
実
施
し
、
平
和
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。
引

き
続
き
、
平
和
事
業
を
推
進
す
る
。

い
た
ば
し
環
境
ア
ク
シ
ョ
ン
ポ
イ

ン
ト
事
業
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
二
酸
化
炭
素
の
削
減

に
向
け
、
大
き
な
区
民
運
動
と
な

る
よ
う
、
事
業
を
拡
充
す
べ
き
。

【
区

長
】
獲
得
ポ
イ
ン
ト
に
追

加
項
目
を
設
け
る
な
ど
、
事
業
の

拡
充
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

不
登
校
対
策
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
学
校
内
で
の
居
場
所

づ
く
り
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
の
枠
組
み
で
行
う
べ
き
。

【
教
育
長
】
す
べ
て
の
小
・
中
学

校
で
実
態
に
応
じ
た
居
場
所
づ
く

り
が
完
了
し
て
い
る
。
居
場
所
の

さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
、
地
域
力

の
効
果
的
活
用
を
推
進
し
て
い
く
。

地
震
の
対
応
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
3
年
10
月
7
日
の
最

大
震
度
5
強
地
震
へ
の
対
応
は
。

【
区

長
】
人
的
・
物
的
被
害
な

ど
の
報
告
は
な
く
、
避
難
所
な
ど

の
開
設
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
今

後
、
他
自
治
体
の
対
応
状
況
を
参

考
に
、
課
題
の
整
理
を
進
め
る
。

区
内
事
業
者
に
配
慮
し
た
契
約
を

【
質

問
】
建
設
業
団
体
以
外
の

団
体
と
も
意
見
交
換
会
を
す
べ
き
。

【
区

長
】
対
象
と
す
べ
き
団
体

の
把
握
と
、
必
要
性
を
見
極
め
な

が
ら
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
支

援
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
申
請
の
急
増
に
備
え
、

出
張
申
請
の
拡
大
や
地
域
セ
ン
タ

ー
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
検
討
す
べ
き
。

【
区

長
】
申
請
状
況
な
ど
を
勘

案
し
、
新
た
な
受
付
会
場
の
設
定

な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、

申
請
書
を
地
域
セ
ン
タ
ー
に
持
参

す
れ
ば
戸
籍
住
民
課
に
引
き
継
ぐ

事
務
を
3
年
12
月
か
ら
開
始
す
る
。

※
以
上
の
ほ
か
、
重
層
的
支
援
体

制
整
備
事
業
の
構
築
、
中
古
車
販

売
の
軽
自
動
車
税
の
免
除
に
つ
い

て
質
問
が
あ
っ
た

大
田
ひ
ろ
し

（
公
明
党
）

地
球
温
暖
化
対
策
の
強
化
を
問
う

【
質

問
】
気
候
非
常
事
態
宣
言

を
す
る
と
と
も
に
、
地
球
温
暖
化

防
止
条
例
を
制
定
す
べ
き
。

【
区

長
】
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
を
踏
ま
え
、
宣
言
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
ま
た
、
都
条
例
の

目
的
達
成
を
通
じ
、
都
と
連
携
し

て
温
暖
化
対
策
を
進
め
る
。

公
契
約
条
例
の
制
定
を
求
め
て

【
質

問
】
公
務
労
働
に
お
け
る

賃
金
や
労
働
条
件
を
把
握
で
き
る

よ
う
、
公
契
約
条
例
の
制
定
を
。

【
区

長
】
条
例
を
制
定
す
る
考

え
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
労
働

環
境
の
向
上
を
め
ざ
し
た
ル
ー
ル

の
導
入
に
向
け
た
検
討
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
区
営
自
転
車
駐
車
場

の
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
に
つ
い

て
、
お
知
ら
せ
の
掲
示
の
対
応
に

誤
り
が
あ
っ
た
と
聞
く
。
見
解
は
。

【
区

長
】
全
工
事
期
間
中
に
わ

た
り
掲
示
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、

除
去
作
業
中
の
み
掲
示
し
て
い
た
。

事
業
者
へ
指
導
・
是
正
し
、
再
発

防
止
の
た
め
区
内
事
業
者
に
対
し

て
も
確
認
強
化
を
周
知
徹
底
し
た
。

全
製
造
業
実
態
調
査
の
復
活
を

【
質

問
】
全
製
造
業
調
査
を
復

活
す
る
と
と
も
に
、
調
査
対
象
を

商
業
分
野
ま
で
広
げ
る
べ
き
。

【
区

長
】
商
業
も
含
め
、
し
か

る
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
で
実
施
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

吉

田

豊

明

（
共
産
党
）

子
ど
も
の
声
を
活
か
し
た
遊
び
場

づ
く
り
を
求
め
て

【
質

問
】
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル

が
欲
し
い
、
サ
ッ
カ
ー
が
し
た
い

な
ど
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
を
求

め
る
声
に
対
し
、
区
長
の
見
解
は
。

【
区

長
】
子
ど
も
た
ち
の
声
は

認
識
し
て
お
り
、
学
校
施
設
で
ボ

ー
ル
遊
び
が
で
き
る
時
間
帯
の
設

定
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

生
活
困
窮
者
対
策
を
問
う

【
質

問
】
必
要
な
時
に
住
居
確

保
給
付
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

国
に
制
度
の
改
善
を
求
め
る
べ
き
。

【
区

長
】
特
例
的
に
再
支
給
が

認
め
ら
れ
る
な
ど
、
時
勢
に
合
っ

た
対
応
を
し
て
お
り
、
直
ち
に
改

正
を
求
め
る
段
階
で
は
な
い
。

【
質

問
】
乳
児
を
育
て
る
際
に

必
要
と
な
る
ミ
ル
ク
や
お
む
つ
代

を
助
成
す
べ
き
。

【
区

長
】
直
接
の
経
費
助
成
は

難
し
い
が
、
食
品
配
布
会
で
の
メ

ニ
ュ
ー
拡
大
な
ど
、
乳
児
を
養
育

す
る
世
帯
へ
の
支
援
を
検
討
す
る
。

区
立
体
育
館
の
水
泳
教
室
を
問
う

【
質

問
】
区
主
催
の
水
泳
教
室

が
廃
止
さ
れ
る
一
方
、
水
泳
連
盟

主
催
の
教
室
の
利
用
料
は
値
上
げ

と
な
っ
た
。
区
が
財
政
支
援
を
。

【
区

長
】
水
泳
連
盟
な
ど
と
連

携
し
、
実
施
会
場
の
確
保
や
周
知

・
広
報
な
ど
の
面
で
支
援
す
る
。

※
以
上
の
ほ
か
、
公
共
施
設
の
あ

り
方
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

保
育
園
の
整
備
を
求
め
て

【
質

問
】
い
つ
出
産
し
て
も
、

い
つ
仕
事
に
復
帰
し
て
も
安
心
し

て
入
園
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き

保
育
園
の
整
備
を
。

【
区

長
】
保
育
需
要
と
供
給
の

バ
ラ
ン
ス
を
取
り
つ
つ
、
地
域
の

実
情
に
合
っ
た
定
員
確
保
を
行
う
。

安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
医
療
を

【
質

問
】
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
、
国
民
健
康
保
険
料
を
引
き

上
げ
な
い
よ
う
に
す
べ
き
。

【
区

長
】
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
は
、
被
保
険
者
の
増
加
な
ど
に

よ
り
、
保
険
料
の
引
上
げ
が
見
込

ま
れ
る
。
国
民
健
康
保
険
は
、
都

と
の
協
議
に
着
手
し
た
段
階
で
あ

り
、
現
時
点
で
の
見
通
し
は
不
明
。

教
育
現
場
に
お
け
る
課
題
を
問
う

【
質

問
】
特
別
支
援
教
育
や
不

登
校
の
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
保

障
に
向
け
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用

方
針
を
具
体
化
し
、
検
証
す
べ
き
。

【
教
育
長
】
区
立
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推

進
指
針
に
基
づ
き
、
取
組
み
を
進

め
て
い
る
。
学
校
な
ど
の
意
見
も

踏
ま
え
、
随
時
更
新
し
て
い
く
。

【
質

問
】
英
語
の
ス
ピ
ー
キ
ン

グ
テ
ス
ト
は
公
平
性
が
保
て
ず
、

都
立
高
校
の
入
試
に
導
入
す
べ
き

で
な
い
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

【
教
育
長
】
都
が
実
施
主
体
で
あ

り
、
今
後
も
動
向
を
注
視
す
る
。

※
以
上
の
ほ
か
、
す
べ
て
の
人
の

投
票
権
を
保
障
す
る
た
め
に
、
財

政
運
営
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

荒

川

な

お

小
林
お
と
み

（
共
産
党
）

（
共
産
党
）

安
全
で
快
適
な
東
上
線
の
実
現
を

【
質

問
】
区
独
自
の
ホ
ー
ム
ド

ア
補
助
制
度
創
設
を
求
め
て
き
た

が
、
現
在
の
協
議
状
況
は
。

【
区

長
】
国
や
都
の
補
助
制
度

活
用
を
前
提
と
し
、
財
政
状
況
を

勘
案
し
て
、
独
自
の
補
助
制
度
の

確
立
を
め
ざ
し
検
討
し
て
い
る
。

【
質

問
】
東
武
鉄
道
と
協
議
し
、

侵
入
が
多
発
す
る
踏
切
に
、
混
雑

時
だ
け
で
も
人
員
配
置
を
す
べ
き
。

【
区

長
】
今
後
の
協
議
で
は
、

2
年
度
に
実
施
し
た
個
別
踏
切
対

策
の
条
件
整
備
を
中
心
に
議
論
を

進
め
る
が
、
並
行
し
て
ガ
ー
ド
マ

ン
の
設
置
な
ど
を
求
め
て
い
く
。

【
質

問
】
区
長
と
東
武
鉄
道
社

長
の
ト
ッ
プ
会
談
を
実
施
す
べ
き
。

【
区

長
】
今
後
、
東
武
鉄
道
と

の
一
層
の
連
携
を
図
る
。

※
以
上
の
ほ
か
、「
お
と
し
よ
り

の
居
場
所
を
確
保
す
る
た
め
に
」

に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

小
学
校
教
員
に
よ
る
わ
い
せ
つ
事

件
後
の
心
の
ケ
ア
を
求
め
て

【
質

問
】
被
害
児
童
を
含
め
た

当
該
校
の
児
童
に
対
し
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
対
応
強

化
な
ど
の
心
の
ケ
ア
を
行
う
べ
き
。

【
教
育
長
】
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な

ど
を
実
施
し
、
把
握
し
た
情
報
を

も
と
に
児
童
の
面
談
を
実
施
し
た
。

今
後
も
、
児
童
の
心
の
ケ
ア
を
継

続
す
る
よ
う
に
強
く
支
援
す
る
。

自
転
車
の
交
通
安
全
対
策
を
問
う

【
質

問
】
歩
道
内
の
自
転
車
通

行
レ
ー
ン
に
つ
い
て
、
色
が
混
在

し
て
い
る
た
め
青
に
統
一
す
べ
き
。

【
区

長
】
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
路
線
の
検
討
を
進
め
て
お
り
、

そ
の
中
で
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
の
統

一
な
ど
、
わ
か
り
や
す
く
、
使
い

や
す
い
走
行
環
境
を
め
ざ
す
。

※
以
上
の
ほ
か
、
板
橋
区
の
計
画

立
案
・
更
新
、
高
島
平
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

高

沢

一

基

中
妻
じ
ょ
う
た

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

【
区

長
】「（
仮
称
）
板
橋
区
自

転
車
活
用
推
進
計
画
」
の
策
定
作

業
の
中
で
、
車
道
走
行
を
標
準
と

す
る
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
路
線

の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

※
以
上
の
ほ
か
、
区
民
施
策
、
地

域
課
題
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て

【
質

問
】
公
共
施
設
へ
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
な
ど
の
導

入
を
支
援
す
る
環
境
省
の
補
助
事

業
の
活
用
を
。

【
区

長
】
区
施
設
へ
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
な
ど
の
さ
ら

な
る
導
入
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

提
案
の
事
業
の
活
用
も
検
討
し
、

効
果
的
に
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

【
質

問
】
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
発
電
設
備
と
電
気
自
動
車
な
ど

を
同
時
購
入
し
、
地
域
住
民
向
け

に
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
す
る
取
組
み
を

支
援
す
る
環
境
省
の
補
助
事
業
を

活
用
す
べ
き
。
見
解
は
。

【
区

長
】
提
案
の
事
業
は
脱
炭

素
化
の
取
組
み
を
一
層
推
進
す
る

も
の
で
あ
り
、
災
害
時
に
は
非
常

電
源
と
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る

こ
と
か
ら
、
活
用
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
区
民
の
健
康
を

守
る
た
め
に
、
再
開
発
に
つ
い
て

質
問
が
あ
っ
た

五
十
嵐
や
す
子

（
社
民
党
）

東武東上線の踏切
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コ
ロ
ナ
禍
の
支
援
策
を
問
う

【
質

問
】
フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
活

用
し
た
食
品
配
布
会
に
つ
い
て
、

実
施
回
数
を
増
や
し
て
は
。

【
区

長
】
3
年
度
は
予
定
し
て

い
る
8
回
の
う
ち
、
既
に
4
回
実

施
し
た
ほ
か
、
臨
時
的
な
取
組
み

も
行
っ
た
。
今
後
も
食
を
通
じ
た

支
援
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

【
質

問
】
区
内
経
済
の
見
通
し

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

【
区

長
】
厳
し
い
状
況
に
あ
る

が
、
緩
や
か
に
持
ち
直
し
て
お
り
、

今
後
も
政
策
の
効
果
や
感
染
症
の

動
向
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
質

問
】
経
済
対
策
・
消
費
喚

起
策
と
し
て
飲
食
店
ク
ー
ポ
ン
の

配
布
や
助
成
事
業
を
拡
充
す
べ
き
。

【
区

長
】
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
事
業
な
ど
、
実
施
し
た
施
策
の

状
況
を
踏
ま
え
、
地
域
経
済
対
策

に
総
合
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
区
施
設
予
約
の

オ
ン
ラ
イ
ン
完
結
化
に
つ
い
て
質

問
が
あ
っ
た

小
学
校
の
性
教
育
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
小
学
校
で
の
性
教
育

は
5
年
生
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
が
、

低
学
年
か
ら
自
分
を
守
る
た
め
の

性
教
育
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
。

【
教
育
長
】
学
級
指
導
や
養
護
教

諭
に
よ
る
保
健
指
導
な
ど
、
低
学

年
か
ら
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
も
、
嫌
な
気
持
ち
を
自
分
で
伝

え
ら
れ
る
よ
う
、
発
達
段
階
に
応

じ
た
性
教
育
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

相
談
に
つ
な
げ
る
た
め
の
小
さ
な

ス
テ
ッ
プ
の
拡
充
を

【
質

問
】
行
政
の
子
育
て
相
談

は
「
段
差
が
高
い
階
段
」
と
感
じ

る
。
必
要
な
方
に
届
く
に
は
、
さ

ら
に
寄
り
添
う
べ
き
。
取
組
み
は
。

【
区

長
】
国
が
4
年
度
の
導
入

を
検
討
し
て
い
る
相
談
ツ
ー
ル
の

活
用
の
検
討
を
進
め
る
。
ま
た
、

専
門
相
談
の
改
善
や
利
用
し
や
す

い
新
た
な
講
座
を
検
討
し
、
子
育

て
家
庭
に
寄
り
添
う
相
談
・
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

長

瀬

達

也

南

雲

由

子

（
無
所
属
議
員
）

（
無
所
属
議
員
）

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
の
増
設

に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
駅
前
の
駐
輪
場
の
う

ち
、
利
用
者
数
が
減
少
傾
向
に
あ

る
駐
輪
場
に
、
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル

ポ
ー
ト
の
ラ
ッ
ク
を
増
設
す
べ
き
。

【
区

長
】
自
転
車
の
利
用
実
態

な
ど
客
観
的
な
デ
ー
タ
も
踏
ま
え
、

総
合
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
率
向

上
へ
の
取
組
み
を
問
う

【
質

問
】
区
境
の
商
業
施
設
な

ど
を
活
用
し
、
隣
接
す
る
区
と
連

携
し
て
出
張
申
請
受
付
を
す
べ
き
。

【
区

長
】
区
に
よ
っ
て
人
員
体

制
や
予
算
規
模
な
ど
が
異
な
る
た

め
、
統
一
的
に
行
う
こ
と
は
難
し

い
。
今
後
、
隣
接
す
る
区
と
連
携

し
た
会
場
設
置
な
ど
、
申
請
機
会

の
拡
大
に
も
つ
な
が
る
方
法
を
協

議
・
検
討
し
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
視
聴

調
査
実
験
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ

た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
の
循
環
推
進

強
化
を
求
め
て

【
質

問
】
集
積
所
に
お
け
る
資

源
回
収
開
始
の
見
通
し
は
。

【
区

長
】
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
資
源
化
は
開
始
に
向
け
検

討
中
。
具
体
的
方
法
を
整
理
す
る
。

【
質

問
】
使
用
済
み
歯
ブ
ラ
シ

を
回
収
す
る
「
ハ
ブ
ラ
シ
リ
サ
イ

ク
ル
」
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
公

共
施
設
な
ど
で
実
施
し
て
は
。

【
区

長
】
事
業
実
施
の
効
果
や

コ
ス
ト
な
ど
も
含
め
、
実
現
に
向

け
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
。

不
登
校
特
例
校
の
設
置
を
問
う

【
質

問
】
学
び
の
機
会
を
保
障

す
る
た
め
、
分
教
室
型
の
不
登
校

特
例
校
を
設
置
し
て
は
。

【
教
育
長
】
設
置
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
実
態
に
応
じ
た
多
様
な

居
場
所
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

※
以
上
の
ほ
か
、
加
齢
に
伴
う
投

票
率
低
下
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ

た

こ
ん
ど
う
秀
人

高
山
し
ん
ご

（
無
所
属
議
員
）

（
無
所
属
議
員
）

議会トピックス
いたばし区議会だよりをスマホで！

スマートフォンやタブレットを使って、いつでもどこでも手軽に区議会
だよりをご覧いただけるよう無料アプリでも配信しています。

無料行政情報アプリ「マチイロ」

アプリを開いて、読みたい号をダウンロードす
るだけで、広報紙を読むことができます。また、
読者登録をすると発行日に通知が届きます。

多言語対応アプリ「カタログポケット」

多言語自動翻訳・音声読み上げな
どの機能が利用できます。また、
マイコンテンツに追加すると発行
日に通知が届きます。

●会議は原則として午前10時に開会予定です（議会運営委員会は午後1時か
ら）。開始日時は変更となる場合があります。

●手話通訳は希望日の7日前、一時保育は希望日の10日前、ヒアリングルー
プ（磁気誘導ループ）の利用（委員会室のみ）は希望日の3日前（土日祝
日を除く）までにお申し込みください。

●審査を希望される請願・陳情につきましては、2月4日（金）午後3時ま
でにご提出ください。

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、傍聴はできる限りお控えくださ
い。なお、本会議及び予算審査特別委員会（総括質問）の様子は、インタ
ーネットでライブ中継及び録画中継を行います。板橋区議会ホームページ
よりご覧ください。

令和4年第1回定例会の開会予定
2月7日（月） 告示、議会運営委員会

2月15日（火） 本会議（一般質問）、予算審査特別委員会

2月16日（水）
企画総務委員会、区民環境委員会、健康福祉委員会

予算審査特別委員会（企画総務・区民環境・健康福祉分科会）

2月17日（木）
都市建設委員会、文教児童委員会

予算審査特別委員会（都市建設・文教児童分科会）

2月21日（月） 議会運営委員会

2月22日（火） 自治体DX調査特別委員会、地域・経済活性化調査特別
委員会

2月24日（木） 災害対策調査特別委員会、インクルージョン推進調査特
別委員会

2月28日（月） 予算審査特別委員会（補正予算に対する総括質問）

3月1日（火） 議会運営委員会

3月2日（水） 本会議（区長による施政方針説明）

3月7日（月） 本会議（代表質問）

3月9日（水） 予算審査特別委員会（企画総務・区民環境・健康福祉分科会）

3月10日（木） 予算審査特別委員会（都市建設・文教児童分科会）

3月16日（水）

予算審査特別委員会（当初予算に対する総括質問）3月17日（木）

3月22日（火）

3月23日（水） 議会運営委員会

3月24日（木） 本会議（表決）

区内に設置されたシェアサイクルポート墨田区役所に設置された歯ブラシの回収箱（墨田区提供）

令和4年（２０２２年）１月１日（８）い た ば し 区 議 会 だ よ り第199号


